
執行率 77 9%

事業番号 341

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 ポートステートコントロールの実施に必要な経費
事業開始

年度
平成21年度 作成責任者

担当部局庁 海事局 担当課室
検査測度課
運航労務課

海技課

課長　秋田　務
課長　山本　博之
課長　尾形　強嗣

会計区分 一般会計 上位政策
公共交通の安全確保・鉄道の安全性向上、ハイ

ジャック・航空機テロ防止を推進する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

船舶安全法第12条、船員法第120条の3、海洋
汚染等及び海上災害の防止に関する法律第19
条の48、第19条の51、船舶職員及び小型船舶
操縦者法第29条の3　他各法律関係法令

関係する計
画、通知等

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

国際基準を満たさない船舶（サブスタンダード船）が横行しているところ、これを排除するために寄港国の権利として、
国際条約に定められたポートステートコントロール（PSC：外国船舶の監督）を適切に実施し、我が国近海の海上安全の
確保、海洋汚染の防止等を図る。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

我が国に入港する外国船舶に対し、船舶の安全確保、海洋汚染等の防止、テロ対策等に係る検査を実施し、欠陥のあ
る船舶又は保険証書等を受有していない船舶等に対して船舶の航行停止を含む処分を行い、国際基準に満たないサ
ブスタンダード船の排除を図る。

実施状況

ポートステートコントロール実績
平成２１年　４，９３０件

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） － － 113 102 108

執行額 － － 88

執行率 －－ －－ 77 9%.

総事業費(執行ベース) － － －

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

PSCの旅費については、出張計画書等により支出目的及び内容を確認し、適正かつ効果的に執行している。また、各
種調査等についても、その内容、進め方について必要な指示を行うとともに報告書を提出させ、予算が目的に沿って効
果的に使われている事を確認している。

見直しの
余地

外部支出については、競争性の確保を図ることにより、予算の効率化を推進する。また、今後も支出先の使途の把握
を通じ契約内容の点検・見直しを行う等効果的な執行に努める。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【一部改善】
国際約束で決められた分担金については、現状維持とするものの、外部支出については、複数の事業者が参加できるよう、十分
な公示期間を確保するなど調達方式の見直し等によりコスト縮減を図るべき。

補
　
記

【予算科目】
033 公共交通等安全対策費

95 公共交通等安全対策に必要な経費 (21年度予算額) (21年度決算見込額)

95016 - 2122 - 08 公共交通等安全対策旅費 2 百万円 2 百万円
95016 - 2122 - 08 外国旅費 3 百万円 2 百万円
95016 - 2123 - 09 公共交通等安全対策調査費 11 百万円 11 百万円
95016 - 2123 - 09 電子計算機借料 2 百万円 2 百万円

192 地方運輸行政推進費
95 公共交通等安全対策に必要な経費 (21年度予算額) (21年度決算見込額)

95063 - 2129 - 06 諸謝金 0 百万円 0 百万円
95063 - 2122 - 08 公共交通等安全対策旅費 51 百万円 40 百万円
95063 - 2122 - 08 外国旅費 1 百万円 1 百万円
95063 - 2123 - 09 公共交通等安全対策調査費 38 百万円 25 百万円
95063 - 2123 - 09 電子計算機借料 5 百万円 5 百万円



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)て補足する)
(単位:百万円)

国土交通省 

８８百万円 

SOLAS条約、MARPOL条約及びSTCW条

約等の海事関係条約に基づき、我が国に

寄港する外国船舶の監督（PSC）の実施体

制等の整備を実施 

Ｂ. 独立行政法人（２機関） 

１百万円 

【 随意契約 】 

適正かつ効果的・効率的なPSC実施のため

の、地方運輸局等における指導的役割を

持つトレーナーの養成 

旅費 

４百万円 

職員旅費、謝金、外国旅費等 

４１百万円 

 アジア・パシフィック地域におけるポー

トステートコントロール（PSC）の地域協

力に関する合意に基づく事務局として

の事業等を行う 
 

A.（財）東京エムオウユウ事務局 

９百万円 

【 分担金 】 

物品、消耗品等購入費 

２７百万円 

物品、消耗品購入費 

３百万円 

Ｃ. 地方運輸局等 (1０機関) 

 

７１百万円 

SOLAS条約、MARPOL条約及びSTCW条

約等の海事関係条約に基づき、我が国に

寄港する外国船舶の監督（PSC）を実施 

Ｄ. 民間事業者（３社） 

３百万円 

【一般競争入札 随意契約】 

・船体塗料検査 

・パソコン、プリンタ等保守 

・外国船舶監督官実務研修の実施 
 

国土交通省 

８８百万円 

SOLAS条約、MARPOL条約及びSTCW条

約等の海事関係条約に基づき、我が国に

寄港する外国船舶の監督（PSC）の実施体

制等の整備を実施 

Ｂ. 独立行政法人（２機関） 

１百万円 

【 随意契約 】 

適正かつ効果的・効率的なPSC実施のため

の、地方運輸局等における指導的役割を

持つトレーナーの養成 

旅費 

４百万円 

職員旅費、謝金、外国旅費等 

４１百万円 

 アジア・パシフィック地域におけるポー

トステートコントロール（PSC）の地域協

力に関する合意に基づく事務局として

の事業等を行う 
 

A.（財）東京エムオウユウ事務局 

９百万円 

【 分担金 】 

物品、消耗品等購入費 

２７百万円 

物品、消耗品購入費 

３百万円 

Ｃ. 地方運輸局等 (1０機関) 

 

７１百万円 

SOLAS条約、MARPOL条約及びSTCW条

約等の海事関係条約に基づき、我が国に

寄港する外国船舶の監督（PSC）を実施 

Ｄ. 民間事業者（３社） 

３百万円 

【一般競争入札 随意契約】 

・船体塗料検査 

・パソコン、プリンタ等保守 

・外国船舶監督官実務研修の実施 
 



2 計 0計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れ る者にれている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.（財）東京ＭＯＵ事務局　 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

運営費 人件費、システム維持費等 9

計 9 計 0

B.（独）海技教育機構 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

研修費 GMDSSに関するテキスト代等 1

計 1 計 0

C.中国運輸局 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

旅費 外国船舶監督のための旅費 6

その他 備品、消耗品等外国船舶監督事務経
費

4

計 10 計 0

D.（株）リコー H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

保守費 パソコン等メンテナンス費用 2

計 2 計 0



【別紙】

Ｂ.独立行政法人（２機関）　１百万円 Ｄ.民間事業者（３社）　３百万円

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 （独）海技教育機構 1 1 （株）リコー 2

2 （独）航海訓練所 0 2 （株）東レリサーチセンター 1

3 3 ヤンマーエンジニアリング（株） 0

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

Ｃ.地方運輸局等（１０機関）　７１百万円

№ 支出先
金額

（百万円）

1 中国運輸局 10

2 関東運輸局 9

3 九州運輸局 9

4 四国運輸局 8

5 東北運輸局 7

6 北海道運輸局 7

7 中部運輸局 6

8 近畿運輸局 6

9 北陸信越運輸局 5

10 神戸運輸監理部 4
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